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2) 予備調査方法:患者選出基準を満たした対象 283 名を無作為に抽出し、尺度案を用いて記名式質問調査を郵送法
にて実施した。尺度の評定形式は 5 段階の間隔尺度を用いた。
3) 結果:回収数 223 名 (78.8%) 、有効回答数 219 名 (77.4%)で、あった。調査結果の項目分析 (G-P 分析、 I-T
相関分析、 Cronbach の α係数、因子分析)を行い、さらに研究者及び専門家の判断により、尺度項目の洗練を行い、
尺度(暫定版 32 項目)を作成した。
2. 本調査:信頼性・妥当性の検討
1) 方法:次に尺度(暫定版 32 項目)を用いて、信頼性・妥当性を検討するために本調査を行った。予備調査同様の
方法で対象を抽出し、 379 名に記名式質問調査を郵送法で実施した。
2) 結果:回収数 292 名 (77.1%) 、有効回答数 283 名 (74.7%) 、平均年齢 65.3士 9.7 歳、胃がん 221 名 (78.1% ; 
男性 153 名、女性 68 名)、食道がん 62 名 (2 1.9% ;男性 56 名、女性 6 名)で、あった。因子分析の結果では、 32 項
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目 7 因子が得られ、第 1 因子から順に「逆流症状J r活動力障害J r食直後通過障害J rダンピング様症状J r移送
障害J r低血糖症状J r下痢症状」と命名された。因子抽出後の累積寄与率は、 53.90%で、あった。尺度の信頼性に
ついては、 32 項目全体の Cronbach の α係数 0.926、下位項目の Cronbach の α係数 0.705'""0.856、再テスト法 (283








2. 結果:配布数 283 名、回収数 245 名 (86.6%) 、有効回答数 237 名 (83.7%) 、平均年齢は平均年齢 65.4士 9.6
歳、胃がん 190 名 (80.1% ;男性 132 名、女性 58 名)、食道がん 47 名 (19.8% ;'男性 44 名、女性 3 名)で、あった。
尺度の合計得点の全体平均は 59.1 ::t 16.7 点(最小 34 点 最大 123 点)、同様に胃がん患者 57.2::!: 16.1 点、食道が
ん患者 66.5::!: 16.7 点であった。術後経過期間別では、 3 ヶ月以上 6 ヶ月未満 27 名、 6 ヶ月以上 1 年未満 46 名、 1
年以上 2 年未満 70 名、 2 年以上 3 年経過 94 名であった。術前術後の体重減少は平均 7.83士 6.9 kg、 BMI の平均は






























は、予備調査 219 名、本調査 283 名、再テスト 245 名における結果の統計学的検討、研究者ならびに専門家との検
討により信頼性・妥当性を有することを確認した。第 2 研究にて、上部消化管がん患者が手術後の生活で、困っている
内容を質的分析し帰納的に 14 カテゴリーを抽出した。さらに 14 の困っている内容と開発した尺度を用いて測定した
術後機能障害の程度との関連において、新たな知見を見出した。手術後の生活において困っている内容は、 「生活行
動において体力低下で困る」、 「症状が出た場合の不快感や対応で困る」、 「症状が出ないように食べ方や食べる量
に常に気を使う J 、 「今までのように仕事ができないで困る」、 「トイレの場所がわからないと外出、旅行、移動の
時に困る」、 「今の状況と再発・転移への不安がある J 、 「食事への満足感がなしリ、 「気力・意欲が回復しないで
困る」、「家族にも迷惑がかかる」、「人前で排ガスやげっぷを我慢できずに困るい「外食や会食をする時に困る」、
「人に接したい気持ちが減り感情が不安定になりがちである」、 「これまでの服が着れないので困る」の 14 カテゴ
リーで、手術後の日常生活全般において影響を及ぼしていることが明らかになった。また、術後機能障害の程度が大
きい高得点群の患者が困っている内容は、順に「外食や会食をする時に困る」、 「熟睡できなくて困る」、 「食事へ
の満足感がなしリ、 「人に接したい気持ちが減り感情が不安定になりがちである」、 「気力・意欲が回復しないで困
る」としづ特徴が見られた。高得点群の患者への看護支援として、生活方法に関する支援、食行動への支援、心理的
支援の重要性が示唆された。
本研究の成果は、臨床的に有用性のある上部消化管がん患者の術後機能障害の程度を評価する尺度の開発、その尺
度の信頼性・妥当性の検証、ならびに手術後の生活上の困っている内容を帰納的に新たに見出したこと、さらに開発
した尺度を用いて術後機能障害の大きい高得点群の困っている内容の特徴とその支援について、具体的に示唆を得た
ことである。これらの成果は、臨床における看護支援に有意義な知見を提供するものであり、博士(看護学)の学位
授与に値する。
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